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「高齢者心不全を診る ～再入院予防と漢方薬の役割～」 
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近年、わが国における心不全患者は急速に増加しており、「心不全パンデミック」な

どと表現されており、特に⾼齢心不全患者の増加が問題となっている。『急性・慢性心

不全ガイドライン』（⽇本循環器学会）には、急性心不全発症後の治療⽬標に「再⼊院

予防」が⽰されており、慢性心不全の急性増悪（急性心不全）の反復抑制の重要性が

⽰されている。心不全は急性期治療だけでは遷延化の抑制に限界があり、⼊院中から

退院後を⾒据えた治療が必要である。⾼齢者心不全増加の問題点として、併存疾患が

多い、介護保険によるサービスが不⼗分、⾏政の疾患予防プログラムが不⼗分、など

が挙げられる。現在、⾼齢者の健康寿命を延伸し、平均寿命との差（約 10 年）をい

かに⼩さくするのかが、⾏政においても課題となっている。心不全重症化のパターン

（心不全の病みの軌跡）は、「⾼齢者の病みの軌跡」とほぼ同じであり、心不全診療は

⾼齢者医療そのものといえる。⾼齢者心不全の重症化防⽌の⼀助として、漢⽅の役割

が期待される。 

 

 


